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中
部
・
南
部
イ
チ
ゴ
部
会

合
同
中
間
検
討
会
を
開
き

生
産
・
出
荷
・
市
場
状
況
な
ど
確
認

白
ネ
ギ
部
会

阿
蘇
「
白
ネ
ギ
」
作
付
面
積
増
加

２
年
前
よ
り
新
規
栽
培
が
始
ま
る

白
水
メ
ロ
ン
部
会

阿
蘇
メ
ロ
ン
、
順
調
に
定
植

５
月
中
旬
か
ら
出
荷
予
定

合同検討会当日、品質や食味の審査を行う参加者

共
同
播
種
作
業
を
行
う
生
産
者
の
み
な
さ
ん

（
左
写
真
＝
定
植
作
業
を
す
る
下
田
盛
久
さ
ん

＝
２
月
下
旬
撮
影
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
・
南
部
イ
チ
ゴ
部
会
は
２

月
18
日
、阿
蘇
市
内
に
お
い
て
合
同
の
中
間

検
討
会
を
行
い
、生
産
者
や
市
場
関
係
者
、

Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
54
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
間
検
討
会
に
入
る
前
、参
加
者
で
パ
ッ

ク
ご
と
に
品
質
・
食
味
審
査
を
行
い
ま
し

た
。試
食
し
た
市
場
関
係
者
は
、「
酸
味
・
甘

み
の
両
方
を
兼
ね
そ
な
え
て
お
り
、各
生
産

者
の
イ
チ
ゴ
は
ど
れ
も
申
し
分
の
な
い
味

と
品
質
」と
、高
い
評
価
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
間
検
討
会
で
は
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
イ
チ
ゴ
生

産
協
議
会（
中
部
イ
チ
ゴ
部
会
長
）の
宮
本

陽
一
会
長
が「（
今
季
は
）出
荷
シ
ー
ズ
ン
の

折
り
返
し
を
順
調
に
迎
え
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
た
が
、先
般
の
大
雪
に
よ
っ
て
イ
チ
ゴ

育
苗
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
が
発
生
し
た
。そ
の
た

め
、１
・
２
月
は
計
画
を
超
え
る
出
荷
が
で

き
て
い
な
い
。今
後
は
３
・
４
番
果
を
連
続

し
て
出
荷
し
、安
定
し
た
出
荷
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」と
今
後
の
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
検
討
会
で
は
、生
産
状
況
・
販
売

状
況
・
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
報

告
が
行
わ
れ
、今
後
の
品
質
維
持
対
策
な
ど

も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
白
水
メ
ロ
ン
部
会
で
は
春
メ

ロ
ン
の
定
植
が
２
月
中
旬
過
ぎ
か
ら
始
ま

り
、３
月
上
旬
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
部
会
の
春
メ
ロ
ン
は
、
期
間
・
数
量
限

定
の「
場
外
ホ
ー
ム
ラ
ン
メ
ロ
ン
」と
し
て
、

付
加
価
値
の
高
い
メ
ロ
ン
栽
培
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

２
月
下
旬
、
生
産
者
の
下
田
盛
久
さ
ん
の

ハ
ウ
ス
で
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
メ
ロ
ン
の
定
植

作
業
が
行
わ
れ
、
３
月
上
旬
ま
で
数
回
に
分

け
て
ホ
ー
ム
ラ
ン
と
肥
後
グ
リ
ー
ン
の
定

植
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

販
売
担
当
の
安
達
健
太
職
員
は「
出
荷

を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る
消
費
者
の
も
と

に
、
今
年
も
安
全
・
安
心
な
阿
蘇
メ
ロ
ン
を

届
け
た
い
」
と
、
生
育
に
期
待
し
て
い
ま
し

た
。

　

同
部
会
の
２
０
１
４
年
産
メ
ロ
ン
作
付

面
積
は「
ホ
ー
ム
ラ
ン
」2.8 

ha（
昨
年
比
１
２

１
・
７
％
）
で
、
５
月
中
旬
か
ら
出
荷
が
始

ま
る
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
白
ネ
ギ
部
会
は
、
２
０
１
４
年

産
白
ネ
ギ
苗
の
共
同
播
種
作
業
を
２
月
24

日
、
久
木
野
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
の
白
ネ
ギ
栽
培
は
２
年
前

よ
り
新
規
作
物
と
し
て
栽
培
が
始
り
、
阿
蘇

地
域
に
定
着
し
、
安
定
収
入
に
つ
な
が
る
こ

と
を
目
標
に
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
生
産
者
ら
約
10
名
が
参
加
し
、

「
夏
の
宝
山
」を
中
心
に
３
品
種
の
播
種
作

業
を
し
ま
し
た
。以
後
、
発
芽
後
の
水
管
理

に
気
を
付
け
な
が
ら
育
苗
し
、
４
月
10
日
以

降
の
定
植
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
品
質
面
に
お
い
て
も
市
場
評
価

が
高
ま
り
、
阿
蘇
産
の
白
ネ
ギ
と
し
て
の
知

名
度
も
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
更
な
る
作
付

面
積
の
増
加
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

指
導
員
の
工
藤
剛
職
員
は
「
更
な
る
品
質

向
上
を
目
指
し
、
消
費
地
へ
安
定
供
給
し
て

い
け
る
産
地
作
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と
期

待
感
を
ふ
く
ら
ま
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
産
の
栽
培
概
要
は
、
生
産
者

４
人
（
前
年
比
１
３
３
％
）
で
作
付
面
積
1.3

 

ha（
同
１
３
０
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
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ア
ス
パ
ラ
部
会

品
質
・
収
量
ア
ッ
プ
を
第
一
に

販
売
高
目
標
６
億
２
０
０
０
万
円

（
写
真
上
＝
定
植
作
業
を
す
る
生
産
者
）

（
写
真
右
＝
廃
プ
ラ
類
を
持
ち
込
む
車
列
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
ア
ス
パ
ラ
部
会
は
３
月
５
日
、

阿
蘇
市
で
２
０
１
４
年
産
ア
ス
パ
ラ
出
荷

査
定
会
を
開
き
、
生
産
者
・
行
政
・
Ｊ
Ａ
・

市
場
関
係
者
ら
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
部
修
部
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、

先
般
の
雪
害
に
遭
わ
れ
た
生
産
者
に
お
見

舞
い
の
言
葉
を
述
べ
、
行
政
に
早
期
復
旧
を

要
望
し
ま
し
た
。

　

部
会
の
今
年
の
重
点
事
項
と
し
て
、
消
費

者
に
信
頼
さ
れ
る
安
全
・
安
心
な
ア
ス
パ

ラ
生
産
に
、
部
会
員
全
員
で
積
極
的
に
取
り

組
み
、
部
会
の
平
均
反
収
目
標
を
2.3
ｔ
以
上

と
し
て
、個
々
の
生
産
者
が
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
、
周
知
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。ま
た
、
販
売
担
当
の
浅
久
野
衛
職
員

よ
り
、
販
売
計
画
や
選
果
場
集
荷
要
領
等
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ス
パ
ラ
部
会
の
今
年
の
作
付
面
積
は

24
・
３
ha（
前
年
比
１
０
２
％
）、生
産
者
84

人（
同
１
０
４
％
）、
出
荷
計
画
は
５
６
０
万

束
＝
束
１
０
０
ｇ
（
同
１
０
３
％
）、
販
売
金

額
６
億
２
０
０
０
万
円
（
同
１
０
７
％
）
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
部
ナ
ス
部
会
で
は
２
０
１

４
年
産
「
ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
」
の
定
植
が
３
月

25
日
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。こ
の「
ヒ
ゴ
ム

ラ
サ
キ
」
は
10
年
前
か
ら
高
森
地
区
の
特
産

品
と
し
て
導
入
さ
れ
、
特
徴
と
し
て
は
果
肉

が
大
変
や
わ
ら
か
く
、
果
物
の
よ
う
に
そ
の

ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま
た
、
調

理
し
て
も
他
の
野
菜
類
に
紫
色
が
移
ら
ず

仕
上
が
る
の
で
、
調
理
し
や
す
い
ナ
ス
と
し

て
市
場
や
消
費
地
の
評
価
は
年
々
高
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
東
京
な
ど
の
大
都
市
圏
で

の
販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

知
名
度
も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

三
森
伸
治
部
会
長
は
「
昨
年
に
引
き
続
き

天
敵
昆
虫
に
よ
る
防
除
体
系
に
も
取
り
組

み
、
今
年
は
更
に
安
全
安
心
な
品
物
を
消
費

地
へ
届
け
て
い
き
た
い
」
と
力
強
い
抱
負
を

述
べ
て
い
ま
す
。定
植
作
業
は
５
月
中
旬
ま

で
行
わ
れ
ま
す
が
、
部
会
生
産
者
の
中
に
は

２
月
の
大
雪
で
被
害
を
受
け
た
生
産
者
も

あ
り
、定
植
遅
れ
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
産
の
作
付
面
積
は
2.8 

ha

（
前
年
同
）、
生
産
者
17
人
（
同
）。出
荷
は
５

月
中
旬
よ
り
開
始
さ
れ
、
県
内
を
中
心
に
関

東
・
中
京
地
区
の
大
都
市
圏
に
出
荷
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
部
地
区
で
は
２
月
26
・
27
日
、

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収
を
し
ま

し
た
。当
日
は
管
内
の
南
阿
蘇
村
全
戸
に
古
ビ

ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ
資
材
な
ど
の
回
収
呼
び
掛

け
を
行
い
、
天
候
が
悪
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
２
日
間
で
約
37
ｔ（
前
年
比
１
３
２
％
）
の

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
集
ま
り
ま
し

た
。特
に
近
年
は
、
天
井
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ

資
材
の
他
に
肥
料
袋
や
水
稲
育
苗
箱
、
資
料
用

ラ
ッ
プ
な
ど
の
持
ち
込
み
が
増
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
担
当
職
員
は
「
自
治
体
と
一
緒
に

な
っ
て
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
年
々
持

ち
込
み
の
種
類
や
数
量
が
増
え
る
傾
向
に
あ

る
が
、
今
後
と
も
Ｊ
Ａ
と
自
治
体
が
一
緒
に

な
っ
て
環
境
保
護
に
努
め
て
い
く
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。回
収
さ
れ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
消
し
ゴ
ム
な
ど
の
原
料
と
し
て
再
利
用
さ

れ
ま
す
。

（
写
真
上
＝
関
係
者
ら
約
９０
人
が
出
席
し
た

出
荷
査
定
会
の
様
子
）

南
部
ナ
ス
部
会

「
ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
」定
植
始
ま
る

５
月
中
旬
よ
り
出
荷
予
定

農業用廃プラ約37ｔを回収

生産各部会の　≪検討会・生育・出荷≫　状況



5

JAあそだより No.74

「
さ
ら
に
、美
し
く
輝
い
て
…
」

女
性
部
交
流
の
場
で
メ
イ
ク
教
室

＝
女
性
部
南
阿
蘇
支
部
＝メイクの方法について講義を受ける女性部南阿蘇支部の皆さん

出来上がったケーキ（上）、調理の様子（下）

ケーキ作りに参加したフレッシュミズ

南阿蘇支部が作った椅子の1つは100歳の
今村ナツさんに贈呈（1月31日）

蘇陽支部が作った椅子はデイサー
ビス3施設に贈呈（2月1日）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
南
阿
蘇
支
部
で
は
交

流
の
場
作
り
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
12
月
、

部
員
42
人
が
参
加
し
て
メ
イ
ク
教
室
を
開

き
ま
し
た
。メ
イ
ク
指
導
に
は
カ
ラ
ー
セ
ラ

ピ
ス
ト
の
幸
治
優
子
さ
ん
を
迎
え
、
日
々
の

肌
の
手
入
れ
方
や
普
段
使
用
し
て
い
る
化

粧
道
具
で
、
よ
り
美
し
く
見
せ
る
た
め
の
工

夫
な
ど
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
か
ら
は
「
実
際
に
化
粧
を

し
な
が
ら
方
法
を
説
明
し
て
頂
い
た
の
で
、

メ
イ
ク
の
仕
方
な
ど
が
よ
り
参
考
に
な
っ

た
」と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ク
教
室
後
は
、同
支
部
役
員
が
用
意

し
た
料
理
で
交
流
会
を
行
い
、部
員
相
互
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
深
め
ま

し
た
。同
支
部
で
は
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
学

べ
る
教
室
を
開
い
て
い
く
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
南
阿
蘇
支
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
は
12
月
、
地
元
産
イ
チ
ゴ
を
使
っ

た
ケ
ー
キ
作
り
教
室
を
開
き
ま
し
た
。当
日

は
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
７
人
が
参
加
し
、
ケ
ー

キ
の
ス
ポ
ン
ジ
を
作
る
工
程
で
「
泡
立
て

器
」と「
自
動
泡
立
て
器
」を
そ
れ
ぞ
れ
使
用

し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
出
る
か
確

か
め
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
「
簡
単
に
作
れ
て
、
見

た
目
も
味
も
良
か
っ
た
」
と
感
想
を
も
ら
し

て
い
ま
し
た
。ま
た「
泡
立
て
器
」で
作
っ
た

ス
ポ
ン
ジ
の
方
が
ふ
ん
わ
り
と
仕
上
が
っ

て
お
り
、
使
用
す
る
道
具
に
よ
っ
て
出
来
上

が
り
が
違
う
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
は
、
今
後
も
楽
し

く
学
び
な
が
ら
参
加
で
き
る
教
室
を
企
画

し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
蘇
陽
支
部
は
手
芸
教

室
で
作
成
し
た
牛
乳
パ
ッ
ク
椅
子
９
個
を
、

管
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
３
ヵ
所
に
贈

り
ま
し
た
。同
支
部
で
の
椅
子
作
り
は
初
め

て
の
試
み
で
、
部
員
は
「
パ
ッ
ク
の
生
地
を

縫
う
作
業
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、椅
子
を
楽

し
み
に
待
た
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
の

で
頑
張
っ
て
作
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。同
支
部
で
は
、
こ
の
椅
子
作

り
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
南
阿
蘇
支
部
も
同
様
の
試
み
を
続

け
て
お
り
、
今
年
は
部
員
宅
な
ど
の
高
齢
者

24
人
に
牛
乳
パ
ッ
ク
椅
子
を
贈
り
ま
し
た
。

椅
子
を
贈
ら
れ
た
一
人
で
あ
る
今
村
ナ
ツ

さ
ん（
１
０
０
歳
）は
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
、

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

地
元
産
イ
チ
ゴ
で
ケ
ー
キ
作
り

「
気
軽
に
参
加
、楽
し
く
学
ぼ
う
！
」

＝
南
阿
蘇
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
＝

広
が
る「
牛
乳
パ
ッ
ク
椅
子
」作
り

管
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
贈
る

＝
女
性
部
蘇
陽
支
部
＝

地域の人々 と伴に歩み、地域社会と伴に活動を続けるＪＡ阿蘇女性部
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「よろしくお願いいたします」
平成26年度ＪＡ阿蘇新入職員プロフィール（1）

ＪＡ阿蘇の職員としての自覚を
持ち、１つ１つの仕事を丁寧
に、明るく元気で頑張りたいと
思います。よろしくお願いします。

⑤小佐井　理沙（コサイ　リサ）
　配属先：西原支所金融共済係

社会人としての自覚を持ち、地域
に貢献できるよう仕事に取り組
みたいと思います。よろしくお願
い致します。

④長崎　朱里（ナガサキ　アカリ）
　配属先：白水中央支所
　金融共済課金融共済係

ＪＡ阿蘇の職員として、組合員・
地域の方々との触れ合いを大
事にし、笑顔で明るく元気に頑
張ります。よろしくお願いします。

③青木　春奈（アオキ　ハルナ）
　配属先：阿蘇町中央支所
　金融課金融係

ＪＡ阿蘇の職員として、自覚を持
ち、阿蘇の農業を支えられるよ
うな職員を目指し、一生懸命頑
張っていきます。よろしくお願い
致します。

②山田　果菜子（ヤマダ　カナコ）
　配属先：阿蘇町中央支所購買課
　購買係（グリーンショップやまびこ）

社会人としての自覚を持ち、地域
の方、職場の方から信頼される
ような職員になれるよう精一杯
頑張りたいと思います。よろしく
お願い致します。

①田所　あかり（タドコロ　アカリ）
　配属先：久木野支所金融共済係

職員としての自覚・責任を持っ
て、一日一つでも多くのことを学
んで頑張りたいと思います。よろ
しくお願いします。

⑩下村　憲二（シモムラ　ケンジ）
　配属先：一の宮農機具センター農機係

組合員の負託に応えるよう、精
一杯精進し、ＪＡ阿蘇の職員とし
て、お役に立てるよう頑張りま
す。よろしくお願いします。

⑨宮川　祥太（ミヤガワ　ショウタ）
　配属先：一の宮中央支所購買課
　産山購買係（一の宮グリ－ン）

ＪＡ阿蘇の職員として、自覚と責
任を持ち組合員・地域の方々と
触れ合いながら、少しでも早く
仕事を覚え、阿蘇に貢献できる
ように頑張ります。よろしくお願
いします。

⑧田上　剣太郎（タノウエ　ケンタロウ）
　配属先：営農部園芸課指導販売係
　南部地区担当（蘇陽駐在）

ＪＡ阿蘇職員として、早く職場に慣
れ組合員のお役に立てるよう一
生懸命頑張ります。よろしくお願
いします。

⑦鞭馬　直輝（ムチマ　ナオキ）
　配属先：西原支所購買課購買係

組合員の方々に信頼、必要とさ
れるＪＡ職員になれるよう、日々
の業務にはげんで行きたいと思
います。どうぞ宜しくお願い致し
ます。

⑥石部　拓郎（イシベ　タクロウ）
　配属先：阿蘇町中央支所購買
　課購買係（グリーンショップやまびこ）
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「よろしくお願いいたします」

ＪＡ阿蘇の一員として、一日でも
早く仕事を覚えていきたいと思
います。また、組織の中で周りの
方々に気配り・心配りを忘れず
明るく、アグレッシブに活動し
ていきます。宜しくお願い致し
ます。

⑬渡邉　雄大（ワタナベ　ユウタ）
　配属先：営農部直販事業課直販事業係

社会人である自覚を持ち、ＪＡ阿
蘇の職員として何事にも一生懸
命に取り組んで行きたいと思い
ます。宜しくお願い致します。

⑫松尾　彩（マツオ　アヤ）
　配属先：営農部畜産課畜産係中部地区担当

ＪＡ阿蘇の職員として、自分自身と
地域を共に成長させていけるよ
う頑張ります。よろしくお願い致
します。

⑪今村　伊貴（イマムラ　ヨシキ）
　配属先：久木野支所久木野給油所係

ＪＡ阿蘇の職員としての自覚と責
任を持ち、地域社会に貢献でき
るよう頑張ります。よろしくお願
いします。

⑯合志　卓人（コウシ　タクト）
　配属先：高森中央支所購買課購買係

ＪＡ職員としての自覚を持ち、地域
に貢献できるように、笑顔をた
やさなく、明るく元気に頑張って
行きたいと思います。よろしくお
願い致します。

⑮山部　正和（ヤマベ　マサカズ）
　配属先：金融部貯金融資課貯金融資係

ＪＡ阿蘇の職員として、地域に貢
献できるように精一杯頑張りま
す。よろしくお願いします。

⑭村山　綾佳（ムラヤマ　アヤカ）
　配属先：阿蘇町中央支所共済課共済係

真剣な表情でテキストに目を通す新入職員の皆さん（新入職員研修会での１コマ）

「よろしくお願いいたします」
平成26年度ＪＡ阿蘇新入職員プロフィール（2）
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「
先
輩
職
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

　
　
久
木
野
支
所
金
融
共
済
係
の

　
　
坂
田
史
弥
職
員
が
授
業

「
先
輩
職
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

　
　
久
木
野
支
所
金
融
共
済
係
の

　
　
坂
田
史
弥
職
員
が
授
業

「
先
輩
職
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

　
　
久
木
野
支
所
金
融
共
済
係
の

　
　
坂
田
史
弥
職
員
が
授
業

　平成24年度において不祥事が発生し、ＪＡ全中より「要改善ＪＡ」の指定を受けました。

再発防止に向けて、平成24年12月に県中央会の指導のもとプロジェクトを編成し「不祥

事再発防止策」を策定し、平成25年3月より取り組みを開始しました。

　不祥事再発防止策の着実な実践を通じて、信頼回復のために全力を注ぐとともに、職

場づくりと職員の育成に役職員一丸となって取り組みますので、組合員・利用者の皆様の

ご理解・ご協力をお願い申し上げます。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ
ン
タ
ー
で
３
月
19
日

に
行
わ
れ
た
平
成
26
度
新
入
職
員
研
修
会

で
、
久
木
野
支
所
の
坂
田
史
弥
職
員
が
講
師

と
な
っ
て
「
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
県
下
Ｊ
Ａ
の
新
戦
力
と
な

る
新
入
職
員
に
、
必
要
な
マ
ナ
ー
や
し
っ
か

り
と
し
た
心
構
え
を
養
っ
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
を
目
的
に
年
６
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

坂
田
史
弥
職
員
は
２
年
前
、
自
分
自
身
が

新
入
職
員
だ
っ
た
頃
の
思
い
や
業
務
遂
行

上
の
注
意
事
項
、
ク
レ
ー
ム
対
応
の
成
功
や

失
敗
談
な
ど
、
自
分
の
経
験
を
も
と
に
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
交
え
な
が
ら
講
義
を

行
い
ま
し
た
。

田所あかり　　久木野支所金融共済係

山田果菜子　　阿蘇町中央支所購買課購買係（グリーンショップやまびこ）

青木　春奈　　阿蘇町中央支所金融課金融係

長崎　朱里　　白水中央支所金融共済課金融共済係

小佐井理沙　　西原支所金融共済係

石部　拓郎　　阿蘇町中央支所購買課購買係（グリーンショップやまびこ）

鞭馬　直輝　　西原支所購買課購買係

田上剣太郎　　営農部園芸課指導販売係南部地区担当（蘇陽駐在）　

宮川　祥太　　一の宮中央支所購買課産山購買係（一の宮グリ－ン）

下村　憲二　　一の宮農機具センター農機係

今村　伊貴　　久木野支所久木野給油所係 

松尾　　彩　　営農部畜産課畜産係中部地区担当

渡邉　雄大　　営農部直販事業課直販事業係

村山　綾佳　　阿蘇町中央支所共済課共済係

山部　正和　　金融部貯金融資課貯金融資係

合志　卓人　　高森中央支所購買課購買係

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

平成26年 4月 1日　　新規採用

コンプライアンス（法令遵守）の徹底と職場環境の改善

ＪＡ阿蘇新入職員辞令

氏名　　　　　新辞令 発令年月日　　　　　　旧辞令

世界農業遺産の阿蘇の農業を周知・啓発し、阿蘇地域の活性化をはかろう！
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参事

総務部長

審査・債権対策室長

監査室長

高森中央支所金融共済課長

一の宮中央支所長代理兼金融課長

営農部園芸課長

共済部普及課ＬＡトレーナー(課長待遇）

一の宮中央支所購買課やまなみ給油所長（支所長待遇）

共済部業務課業務係（課長待遇） 

営農部営農企画課小国地区営農経済渉外係（課長待遇）

蘇陽中央支所購買課長

共済部普及課長　

白水中央支所金融共済課長

久木野支所長（課長待遇）

蘇陽中央支所金融共済課長

小国郷中央支所購買課長

小国郷中央支所金融課金融渉外係

阿蘇町中央支所共済課係長

阿蘇町中央支所金融課長代理

白水中央支所金融共済課南部地区ＬＡ係（課長待遇）

阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係

阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係

営農部営農企画課中部地区営農経済渉外係（課長待遇）

一の宮中央支所購買課一の宮給油所長

平成26年4月1日　総務部長

平成26年4月1日　審査・債権対策室長

平成26年4月1日　白水中央支所金融共済課長

平成26年4月1日　一の宮中央支所長代理兼金融課長

平成26年4月1日　白水中央支所金融共済課南部地区ＢブロックＬＡチーフ

平成26年4月1日　一の宮中央支所購買課長（一の宮グリーン）

平成26年4月1日　営農部南部地区統括課長

平成26年4月1日　久木野支所長（課長待遇）

平成26年4月1日　産山支所長

平成26年4月1日　小国郷中央支所購買課長兼斎場推進担当

平成26年4月1日　営農部小国地区統括課長

平成26年4月1日　蘇陽中央支所購買課長兼女性部係

平成26年4月1日　共済部普及課ＬＡ統括課長

平成26年4月1日　白水中央支所金融共済課係長

平成26年4月1日　共済部保全課長兼普及課長

平成26年4月1日　白水中央支所金融共済課南部地区ＬＡ係

平成26年4月1日　小国郷中央支所金融課長代理

平成26年4月1日　営農部農産課精算係

平成26年4月1日　共済部保全課保全係長

平成26年4月1日　阿蘇町中央支所金融課金融係

平成26年4月1日　高森中央支所金融共済課長

平成26年4月1日　阿蘇町中央支所共済課阿蘇町地区ブロックＬＡチーフ

平成26年4月1日　阿蘇町中央支所金融課渉外係長

平成26年4月1日　小国郷中央支所共済課ＬＡ係

平成26年4月1日　営農部直販事業課長兼営農経済渉外係

平成26年4月1日　営農部営農企画課生活係南部地区統括（白水・久木野・長陽）

平成26年4月1日　一の宮中央支所共済課ＬＡ係（産山）

平成26年4月1日　一の宮中央支所購買課やまなみ給油所長

平成26年4月1日　営農部畜産課長兼営農部中部地区統括課長

藤原　孝廣

山本　栄二

後藤　良多

坂梨　英俊

栗焼三千生

斎藤　博満

峯　　　崇

津留　浩寿

宮川　　潔

下城　康寛

宅野　禎也

有働美由紀

市原　恵一

荒牧　和代

藤本　親幸

町　みどり

佐藤　順紀

平川ひとみ

江口　昌代

山内　美幸

野尻　範仁

中島佐代子

荒木美智代

宇都宮久人

阿部　泰隆

瀬井　真美

宮川　己則

荒木　伸一

白川　幸生

小国郷中央支所金融課南小国機械化店舗係兼Ａマート統括
兼農機センター統括兼朝どり市統括

白水中央支所購買課（グリーンなんごう店）係
兼南部地区女性部統括

営農部農産課農産係中部地区担当兼地域農業再生協議会
担当（産山駐在）兼青壮年部係

阿蘇町中央支所購買課購買係
（グリーンショップやまびこ）（課長待遇）　

ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ①
氏　名 新 辞 令 発令年月日 旧　　　辞　　　令
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総務部総務人事課総務人事係長

審査・債権対策室審査・債権対策課係長

小国郷中央支所購買課購買係兼女性部係

阿蘇町中央支所共済課阿蘇町地区ブロックＬＡチーフ

白水中央支所金融共済課南部地区ＢブロックＬＡチーフ

阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係

営農部南部地区統括課長

営農部中部地区統括課長

波野支所金融係

阿蘇町農機車輌センター長代理（センター長待遇）

西原支所金融共済係兼女性部係

白水中央支所金融共済課南部地区ＬＡ係

小国郷中央支所共済課ＬＡ係

小国郷中央支所金融課融資係

営農部農産課精算係

西原支所購買課購買係長

営農部営農企画課南部地区営農経済渉外係

西原支所購買課購買係

阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係

営農部農産課農産係南部地区担当

営農部園芸課販売係中部地区担当主任

営農部園芸課指導販売係中部地区担当（波野駐在）　

産山支所長

共済部保全課長

平成26年4月1日　総務部総務人事課総務人事係

平成26年4月1日　阿蘇町中央支所金融課融資係長

平成26年4月1日　営農部営農企画課生活係小国地区担当

平成26年4月1日　阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係

平成26年4月1日　白水中央支所金融共済課南部地区ＬＡ係

平成26年4月1日　営農部営農企画課営農企画係

平成26年4月1日　白水中央支所金融共済課南部地区ＬＡ係

平成26年4月1日　共済部業務課業務係

平成26年4月1日　一の宮中央支所金融課金融渉外係

平成26年4月1日　南部農機車輌センター長

平成26年4月1日　白水中央支所金融共済課南部地区ＬＡ係

平成26年4月1日　西原支所金融共済係兼女性部係

平成26年4月1日　一の宮中央支所購買課購買係（一の宮グリ－ン）兼女性部係

平成26年4月1日　営農部園芸課長

平成26年4月1日　営農部直販事業課事業係（牛乳工場）

平成26年4月1日　小国郷中央支所金融課渉外係

平成26年4月1日　小国郷中央支所金融課融資係

平成26年4月1日　白水中央支所金融共済課南部地区ＬＡ係

平成26年4月1日　営農部直販事業課兼営農経済渉外係

平成26年4月1日　西原支所購買課購買係兼女性部係

平成26年4月1日　営農部農産課中部地区主任兼農産係中部地区担当兼地域農業再生協議会担当

平成26年4月1日　久木野支所金融共済係

平成26年4月1日　阿蘇町中央支所購買課購買係（グリーンショップやまびこ）

平成26年4月1日　営農部園芸課中部地区主任兼指導係中部地区担当

平成26年4月1日　営農部園芸課指導販売係南部地区担当

平成26年4月1日　波野支所金融共済係

平成26年4月1日　営農部農産課農産係中部地区担当兼地域農業再生協議会担当

平成26年4月1日　監査室監査課監査係

阪本　忠之

阿部　ルミ

三笘　真弓

中島ひろみ

本田　雅康

鎌倉　柳二

中村　優二

藤田　武史

倉岡みさ子

森　　義夫

志内　純子

野田　昭子

甲斐喜代美

佐藤　修一

久野　敏和

河津美智枝

杉谷　里香

酒井　祐治

芹口　博明

山本　由美

佐藤　邦博

市原　孝英

大津　裕美

井手　友和

安達　健太

古澤　洋祐

井　　龍也

村上ひろみ

ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ②
氏　名 新 辞 令 発令年月日 旧　　　辞　　　令

一の宮中央支所購買課長代理（一の宮グリ－ン）
兼女性部係

営農部農産課中部地区主任兼農産係中部地区担当
兼地域農業再生協議会担当（課長待遇）

阿蘇町中央支所購買課購買係
（グリーンショップやまびこ）兼女性部係

営農部園芸課販売主任
（ＪＡグループ熊本青果物コントロールセンター駐在）
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営農部直販事業課長

営農部畜産課長

一の宮農機具センター農機係

共済部普及課ＬＡトレーナー

蘇陽中央支所購買課柏給油所長

南部農機車輌センター長

一の宮中央支所金融課金融渉外係

阿蘇町中央支所金融課金融渉外係長

一の宮中央支所共済課ＬＡ係

一の宮中央支所共済課ＬＡ係

白水中央支所購買課南部ＬＰガスセンター主任

白水中央支所金融共済課南部地区ＬＡ係

営農部畜産課畜産係南部地区担当

営農部営農企画課営農企画係

小国郷中央支所購買課北部ＬＰガスセンター主任

阿蘇町中央支所購買課阿蘇町給油所係

購買部購買課購買係

一の宮車輌センター車輌係

営農部園芸課指導販売係南部地区担当主任

一の宮中央支所金融課金融係

蘇陽中央支所購買課購買係

熊本県経済農業協同組合連合会出向

波野支所金融共済係

営農部園芸課指導係中部地区担当主任

一の宮中央支所金融課金融係

ＪＡグリーンなんごう店係

一の宮中央支所購買課長（一の宮グリーン）

阿蘇町農機車輌センター車輌係

一の宮中央支所金融課金融係長

平成26年4月1日　営農部農産課小国地区主任兼農産係小国地区担当

平成26年4月1日　共済部普及課ＬＡトレーナー

平成26年4月1日　営農部畜産課中部地区主任兼畜産係中部地区担当

平成26年4月1日　南部農機車輌センター事務係

平成26年4月1日　一の宮中央支所共済課一の宮地区ブロックＬＡチーフ

平成26年4月1日　蘇陽中央支所購買課購買係

平成26年4月1日　阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係

平成26年4月1日　一の宮中央支所共済課ＬＡ係

平成26年4月1日　一の宮中央支所購買課一の宮給油所長

平成26年4月1日　一の宮中央支所金融課金融係長

平成26年4月1日　一の宮中央支所購買課産山購買係（一の宮グリ－ン）

平成26年4月1日　西原支所購買課購買係長

平成26年4月1日　草部支所金融・購買・販売係

平成26年4月1日　営農部畜産課畜産係南部地区担当兼農地集積係

平成26年4月1日　高森町出向

平成26年4月1日　営農部営農企画課営農企画係（青壮年部統括）

平成26年4月1日　阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係

平成26年4月1日　事務電算室事務電算課事務処理係

平成26年4月1日　阿蘇町農機車輌センター車輌係

平成26年4月1日　営農部園芸課南部地区主任兼指導販売係南部地区担当

平成26年4月1日　審査・債権対策室審査・債権対策課係

平成26年4月1日　営農部園芸課指導販売係南部地区担当（蘇陽駐在）

平成26年4月1日　営農部園芸課指導販売係南部地区担当（蘇陽駐在）

平成26年4月1日　一の宮中央支所共済課共済係

平成26年4月1日　営農部園芸課指導係中部地区担当

平成26年4月1日　営農部園芸課指導係中部地区担当

平成26年4月1日　営農部農産課農産係南部地区担当

平成26年4月1日　久木野支所金融共済係

平成26年4月1日　一の宮中央支所購買課購買係長（一の宮グリーン）

平成26年4月1日　一の宮車輌センター車輌係

平成26年4月1日　一の宮中央支所金融課金融係

永野　幸雄

工藤　邦春

行部　　浩

井野みや子

白石のり子

髙本　英治

児玉　澄夫

三城　浩美

成瀬誠一郎

石田　義則

佐藤ひろみ

永野　輝博

小林　勝人

藤崎　秀也

井芹　太一

宅野　正美

村上　　敬

宇野　高夫

小林　弘成

田上　伊織

筑紫　大輔

工藤　正成

後藤　辰徳

佐藤　瑠美

平野伸太郎

上原　祐子

曽我　明彦

古澤　綾乃

嶋田　尚仁

河内万紀生

山本　孝子

ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ③
氏　名 新 辞 令 発令年月日 旧　　　辞　　　令

営農部小国地区統括課長兼
北部地区地域農業再生協議会担当

営農部園芸課指導販売係兼農産係南部地区担当
（西原駐在）兼青壮年部係
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

■平成25年度第13回理事会
日時　平成26年2月26日午後1時30分　一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項

委員会報告　(経済専門委員会)

1月末実績報告について

1）平成25年度上期決算監事監査回答書（案）について

2）平成25年度全国監査機構期中監査回答書（案）について

3）農林中央金庫への劣後ローンの借換えに関する件について

4）各種手数料の改正について

5）平成26年度コンプライアンス・プログラム（案）について

6）平成26年度不祥事未然防止のための行動計画策定（案）について

7）不祥事再発防止策（案）について

8）職務権限表の改正について（案）

9）出資金減口について

10）事務リスク管理規程の制定について

11）貸出金について

12）平成26年度固定資産の取得計画（案）について

13）参事の退任及び選任について

報告事項

1）平成25年度内部監査に関する内部評価結果についての報告

2）平成25年度決算棚卸監査実施要領について

3）平成26年度内部監査計画書について

4）ＪＡバンク業務継続要領（熊本県版）の制定について

5）決算棚卸休業日について

6）コンプライアンス意向調査アンケート結果について

7）不祥事再発防止策取組状況（1月分）報告書について

8）総代会の日程について

9）ＪＡ阿蘇管内大雪被害（2月13日～14日）状況について

4．閉会

8）自己資本比率算出要領の一部改正について

9）貸出金（利益相反取引）について

10）平成26年度事業計画（案）について

報告事項

1）役員の選出基準等について

2）平成26年2月積雪による家屋被害状況について（共済関係）

3）平成25年度決算事務監事監査日程について

4）平成26年度定例理事会日程について

5）平成25年度償却債権の報告について

6）不祥事再発防止策取組状況（2月分）報告書について

7）蘇陽地区セルフＳＳ建設用地について

8）役員報酬審議会報告について

9）重点指導対象組合への対応について

4．閉会

■平成25年度第14回理事会
日時　平成26年3月27日午後1時30分　一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

平成25年度共済推進目標達成開眼式

3．協議事項

委員会報告（総務委員会・金融共済専門委員会・経済専門委員会・

債権管理委員会）

2月末実績報告について

1）平成26年度貸出金利の最高限度額及び借入金の最高限度額に

　ついて

2）信用の供与等の限度額決定について

3）貸付金利（共済証書担保貸付）の改正について

4）21世紀農業フォローアップ資金貸出金利の一部変更について

5）平成26年度重点実践事項のローン伸長施策にかかる

　金利引下げについて

6）ＪＡ住宅ローン施策について

7）固定資産減損会計グルーピングの見直しについて

■平成25年度第9回監事会
日時　平成26年2月18日午後1時30分　本所2階第1会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

1）平成25年度上期決算監事監査回答書（案）について

2）平成25年度導入家畜等棚卸監事監査取りまとめ（案）について

3）平成25年度決算棚卸予備監査実施要領について

4）その他

①不祥事再発防止策　内部監査実施状況報告書

報告事項

①常勤監事業務報告について　(12月、1月)

②平成25年度ＪＡ常勤監事研究会について

③平成25年度九州地区常勤監事監査研究会について

④平成25年度ＪＡ上半期決算状況調査集計表について

⑤経営分析診断表について

⑥常勤会議報告について（第18回、19回、20回、21回、22回)

⑦行事予定について

4．閉会

■平成25年度第10回監事会
日時　平成26年3月19日午後1時30分　本所2階第1会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

1）平成26年度監事監査計画（案）及び平成26年度内部監査計画

　について

2）平成25年度決算棚卸監査実施要領について

3）平成25年度決算監事監査について

報告事項

①常勤監事業務報告について　(2月)

②内部監査の品質評価の結果・報告について

③常勤会議報告について（第23回、24回)

④行事予定について

4．閉会

→
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第 ８ ８ 号  平 成 ２６年  １月 
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３月

う つ病は、 誰もが発症する可能性があるという 点から、「 心のかぜ」 と呼ば

れてきました。しかし 、う つ病は風邪のよう にすぐに治る病気ではあり ません。

う つ病のつらさは本人でないとわからないことが多く 、周囲の人も気づかない

ことがあり ます。早期発見と適切な治療のためには、まず、 う つ病の症状やサ

インについて知っておく ことが大切です。

○自分自身でできること

う つ病に対する日常生活で大切なことは、 休養を取ることです。

休養をとるにあたって、 生活のリ ズムをと とのえるため、

起床時間を決めたり 、 食事を規則正し く と り まし ょ う 。

また、 運動をしたり 色々な人達の交流をすることで、 多く の人々と

コミ ュニケーショ ンをとることにつながり 、 う つ病の予防につながる

と言われています。

○周り の人が手助けできること

じ っく り 話を聞く ことが大切です。 気持ちがつらく なっている時

でも、 自分から積極的に相談しないことがよく あるので、 話を聞く

機会を作ってあげまし ょ う 。

日常生活でちょ っと した手助けをすることで、 助けてもらえて

う れしいという 気持ちが、 う つ病の予防や改善に役立ちます。

□仰う つ気分が続く  □興味や喜びの喪失 □自分を責める

□眠れない □食欲がない □疲れやすい

□集中できない □死んでしまいたいと思う

など精神や体の症状が長く 続いて、日常生活に支障をきたす病気です。 
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